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Cytokeratin 8
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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：細胞質。ケラチン8（KRT8）ホモ・サピエンス この遺伝子は、12番染色体長腕にクラスター化したタイプIIケラチンファミリーのメンバーです。タイプIとタイプIIケラチンはヘテロ重合し、上皮細胞の細胞質内で中間径フィラメントを形成します。この遺伝子産物は通常、ケラチン18と二量体を形成し、単層上皮細胞において中間径フィラメントを形成します。このタンパク質は細胞構造の完全性を維持する役割を果たすほか、シグナル伝達や細胞分化にも関与しています。この遺伝子の変異は、特発性肝硬変を引き起こします。この遺伝子には、選択的スプライシングを受けた転写産物バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2012年1月]
	研究分野
	-
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	Hela細胞ライセートのウェスタンブロット解析（Cytokeratin 8 Rabbit mAbを使用）。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG抗体を使用した。

